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研究要旨 
介護認定制度を医療と連携させることにより、高齢者機能評価を効果的・効率的に行う仕組み

を作ることを目指した研究を行う。 

 

 

Ａ．研究目的 
がん医療と介護の連携を行うために、アンケー

トおよび後ろ向き研究を行うことにより、現状を
把握して今後の連携に向けての問題点の抽出を
行う。 
 

Ｂ．研究方法 
①全国でアンケート調査を行い、高齢者機能評

価および介護認定制度の現状認識を把握する。 
② 要介護認定を受けたがん患者の治療成績に

関する後ろ向き研究  
 

Ｃ．研究結果 

①アンケート調査結果より、医師は高齢者機能評

価をほとんど施行しておらず、一方で介護認定制

度に関しては把握している医師が多かった。 

②約 1300 名の介護認定を受けたがん患者の後ろ

向き調査を施行中である。 

 

 Ｄ．考察 
①のアンケートより、多くの施設で高齢者機能

評価を施行していないが、介護認定制度は高齢者
機能評価と同等のプロセスを経ていることから、
高齢者機能評価の代用となる可能性が示唆され
た。 
②については、現在施行中であり、結果が出次

第まとめる予定である。 
 

Ｅ．結論 
アンケート結果からは、介護認定制度をがん

医療における高齢者機能評価の代用とすること
は可能と考えられる。しかし、更なる調査が必
要であり、②の結果も踏まえて検討したい。 
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